
埼玉県の中核都市であり､ また農村地域の性格を併せ

持つ熊谷市 (ここでは､ 合併以前の旧熊谷市とする｡)

には古くから多くの用水路がめぐらされている｡ その設

備は本来､ 農業特に水田の灌漑用水として､ この地域の

農業生産に不可欠の存在である｡ 取水堰から幹線水路､

そして分岐した用水路は､ 農地だけでなく市街地にもめ

ぐらされており市民の身近な水辺として景観保持や親水

利用の面でも意義が高く認められている｡

農業地域の用水路はその岸や川底が水生植物や水生動

物が生育する自然小河川的な環境として人々に親しまれ

てきた｡ しかし､ 用水路の多くが近年､ パイプラインの

整備と用排水路の分離が進み､ 生物が繁殖するための貴

重な土水路が激減している (小川ほか､ 2003)｡ それら

の用水路は灌漑用水の水質改善とその合理的利用を目的

としたコンクリート護岸に改修され､ 単に用水を流下さ

せる通路と化し､ 生物多様性減少の観点から憂慮される

事態になっている｡ しかし､ 現在でも未舗装の河床や､

コンクリート整形された川底でも堆積土砂が厚く堆積し

ている場所では､ 水生植物の群落が発達し､ 二枚貝､ 甲

殻類などの水生動物の生息を確認することができる｡ ま

た､ 市内広域に網状にめぐらされている用水路､ これら

は河川性生物のハビタットあるいは避難場所としての役

割が大きいと考えられる｡ 荒川本流については ｢緑の国

勢調査｣ によって､ 河川動植物の調査が行われているが､

人工的な施設とみなされている用水路では生物生息は重

要視されておらず､ 生物の生息調査はほとんど行われて

いない｡ 埼玉県においては河川水質の悪化から､ 市町村

ごとのシジミの生息調査が実施されているが (大熊ほか､

2003)､ それらの分布や生息状況は把握されていない｡

本研究は熊谷市内の用水路の護岸､ 流況を把握し､ 河

床に生息する水生植物の種類と分布の現状を記録するこ

とを目的とした｡ また､ 流水河床特有の底生動物として､

二枚貝シジミの分布についても記録し､ 用水路の底質や

水質との関連について考察した｡ さらに調査の際に地域

住民に水路のあり方と動植物の分布についての意見を求

め､ 用水路の今後の管理について考察した｡

熊谷市の用水路は灌漑用水として設備されているもの

であり､ 市西部に隣接する川本町に位置する六堰頭首工

で取水された荒川本流の河川水を水源としている｡ 六堰

頭首工から取水された灌漑用水は左岸幹線導水路を通り､

さらに明戸地点から東・東北方向に奈良堰､ 玉井堰､ 大

里幹線用水路の３つの用水路に分岐し､ 市域に配水され

ている (図１)｡

灌漑用水路は､ 灌漑期には多くの水を供給し､ 非灌漑

期には平均0.5m3/s 以下の基底流量以外の通水がほとん

どなくなる｡ 用水路は改修が進み､ 生活排水と用水や雨

水が分離されるようになってきてはいるものの､ 未だ生

活排水が直接､ および合併浄化槽からの処理水が少量流

入して流水が枯渇しない部分もある｡ さらに部分的には､

河床からの湧水で涵養されている区間も確認された｡ 上

中流部の多くの水路はコンクリートで３面または２面護

岸されている｡ さらに改修工事によりフェンスが張られ

て水路に人が近づけない区間も少なくない｡

調査観察は用水路に沿って､ 護岸状況､ 水深､ 底質お

よび水生植物と二枚貝シジミの分布を確認し､ 位置を地

図に記録した｡ 水生植物群落の分布調査は2005年８月か
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ら10月の生育期に行い､ 一時的に冠水したと判断される

ものを除き群落サイズを測定した｡ 二枚貝シジミの生息

分布は2005年８月から11月の晴天が続いて､ 用水路の流

水の濁りが少なく底質が観察できる条件を選んで用水路

に沿って徒歩と自転車で観察､ 記録した｡ 二枚貝シジミ

が生息していた場所では底質とともに二枚貝シジミを掘

り取り､ フルイで選別採取して､ 種類の確認と殻長を測

定した｡ また､ 非灌漑期の水量については12月に主要用

水路分岐点での水量を確認した｡

１) 水生植物の分布

水生植物は､ その生活型から､ 植物体全体が水中にあ

る沈水植物､ 上部が水面上に出て生育する抽水植物､ を

水面に浮かせて成長する浮葉植物の群に分けることが出

来る｡ 熊谷市内の用水路内に生育する沈水植物としてサ

サバモ､ ミズハコベ､ コウガイモ､ エビモ､ ホザキノフ

サモ､ コカナダモの６種が確認された (表１)｡ また､

水路内護岸際や土砂が堆積した中州の露出部にはタデ科

のミゾソバやイネ科のジュズダマなどの水際を好む陸上

植物の生育が見られたが､ 典型的な抽水型の種は確認で

きなかった｡ 確認された沈水植物分布は図２に示した｡

ササバモ群落は広範囲の用水路で底質が砂泥の場所に

優占分布していた｡ ササバモは河床に十分な砂泥が堆積

する場合には地下茎を伸張させて生育し､ 流水量が多く

流速が大きい環境に適応できていると判断された｡ ミズ

ハコベは､ 湧水を水源とする地点で確認できた｡ コウガ

イモは､ スポーツ文化公園付近の限られた地点で確認さ

れた｡ コウガイモは走出枝をのばして群落の拡大を行う

性質をもつが､ この調査地では生育可能な底質が限られ

ていたため､ 密集して生育していた｡ エビモは､ 広い範

囲に散在して分布していたがササバモのように優占する

ことは少なく､ 小型の群落として生育していた｡ ホザキ

ノフサモも同様に市内用水路の広範囲で確認された｡ 数

kmにわたって優占していた地点もあったが､ 他種と混

在していた地点もあった｡ コカナダモは用水路を堰き止

めた流れの遅い地点や､ ササバモ､ ホザキノフサモの比

較的流れの速い地点に耐える水生植物の間で流速が緩和

された場所で他種と混在して生息していた｡

用水路における沈水植物の生育は流水の存在が必要条

件である｡ 熊谷市では９月後半から非灌漑期になるため､

六堰から各用水路への取水量が制限され､ 11月には六堰

からの水の供給はほとんどなくなる｡ この時期､ 用水路
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４. 結果および考察

図１ 熊谷市における用水路



上流部では流水が確認できなかったが､ 中流部以降では

水が流れている用水路が確認された｡ 確認された沈水植

物の分布の多くが､ 非灌漑期に水が確保されている地点

と一致した｡ これは沈水植物の重要な繁殖器官である殖

芽が乾燥に弱いために､ 非灌漑期に全く露出乾燥すると

種の存続が不可能になるためと推測された｡ 非灌漑期で

流水のある用水路の水源の多くは湧水や生活排水であり､

生活排水の流入がみられるような場所の水質は良好では

ない状態であったが､ それでも沈水植物の殖芽の越冬が

可能であったと判断された｡ 今後､ 水生植物の保全を考

慮するならば､ 非灌漑期に少量の流水が確保できるよう

な用水路の形状および導水管理計画の検討が必要と考え

られる｡

２) 二枚貝シジミの分布

用水路における二枚貝シジミの生息分布を図３に示し

た｡ 二枚貝シジミは調査した用水路 (計148地点) 全域

でみられたが､ 下流部においては､ 生息が極めて限られ

ていた｡ 上中流部で観察した用水路の大部分は３面張り

護岸で水路底もコンクリートとなっていたが､ 二枚貝シ

ジミは中流部で土砂が堆積していれば生息していたので､

水質は生育に問題がなかったと考えられる｡ 二枚貝シジ

ミは上流部で流速が大きいために土砂堆積がない場所で

は生息していなかった｡ 一方､ 用水路の下流部では砂が

堆積していても生息が確認できない区間が多かった｡ 現

在､ 熊谷市内を流れる幹線用水路沿いでは市街地を除い

て下水道は敷設されておらず､ 下流部の用水路では多く

の場所で生活排水が流れ込んでいる｡ このことから用水
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表１ 熊谷市用水路と出現した水生植物

水 路 名
水 生 植 物 出現

頻度ササバモ エビモ コカナダモ ホザキノフサモ コウガイモ ミズハコベ

大里堰幹線用水路

久保島用水路 ● ● ● 3

上川原用水路 ● 1

小島用水路

三島用水路 ● ● ● 3

山王用水路

屋敷用水路 ● ● 2

早川用水路 ● 1

八反田用水路 ● ● 2

成田用水路 ● ● 2

星川幹線

準用河川新星川 ● ● 2

古見用水路

衣川 ● 1

県営右幹線用水路

玉井堰幹線用水路

余計堀 ● ● ● ● 4

柿沼 ● ● 2

代堀

中条堀 ● ● 2

玉井堰 ● 1

小曾根堰

男女堀 ● ● 2

青木堀 ● ● ● 3

奈良堰幹線用水路

古堀 ● ● ● 3

増田堰用水路

南堀用水路 ● ● ● ● 4

北堀用水路 ● 1

出現水路数 10 6 10 10 2 1
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図２ 熊谷市用水路における水生植物の分布

図３ 熊谷市用水路における二枚貝シジミの分布



路下流部では水質が悪化し､ 二枚貝シジミが生息するの

には適さない環境になっていると考えられた｡

今回の調査で確認された二枚貝シジミの平均殻長は

6.1mm－17.8mmと幅広い結果となった｡ 用水路ごとに

みても､ 大里幹線用水路上流部ではほかの用水路に比べ

て最大平均殻長が11.5mmと小さかったものの､ それら

の平均殻長には一定の傾向は見られなかった｡ また､ そ

れらの二枚貝シジミのほぼ全てがタイワンシジミ (写真１)

と判断された｡ これは在来種のマシジミ (殻は黒色) (写

真２) と近縁であるが殻が黄色でほぼ識別できる｡ タイ

ワンシジミは繁殖力が強く､ 現在日本各地でマシジミと

置換しつつある (増田､ 2004；園原・直史､ 2005；西､

2005)｡ 熊谷市内用水路においてもタイワンシジミによ

るマシジミの駆逐が起きた可能性があると考えられる｡

二枚貝シジミは以前から熊谷市周辺の小中河川に広く

分布し､ 食用としても採取されていた｡ 用水路が灌漑用

水路として市民の日常生活から切り離されたかのように

認識される現在､ 種が交代しているとはいえ､ 二枚貝シ

ジミが水路に広く分布している情報は地域に発信され､

水路とその環境､ 水質に関心を払う素材として利用でき

ると考えられる｡

熊谷市内の主要用水路において､ 河床に生息する水生

植物､ 二枚貝シジミは広範囲で分布していることが確認

された｡ 今回の調査では､ 市街地に位置する用水路では

ドジョウ､ ヨシノボリ､ ザリガニ､ カワニナ､ 水生昆虫､

などの水生動物を取っている子供たちが見受けられた｡

これらの動物が生息している環境は､ 水路の底に土砂が

堆積して水生植物の存在する場所が多く､ 親水性のある

水辺としての価値が充分に認められた｡ 一方､ 土地改良

区や灌漑用水を利用している農家では水生植物の繁茂を

用水供給の障害としてとらえ､ 駆除､ 清掃を実施してい

る例や水路沿いにフェンスが張られて水路との距離が離

れるような場所も見られた｡ しかし､ それら以外の人々

では､ 水路に植物があり緑の景観が望ましいとの声が多

く聞かれた｡

農業における用水路の重要性は論を待たないが､ 市内

の良好な景観の一つとして､ そして地域の生物多様性を

支える身近な水辺として市内の用水路を総合的に利用管

理する対策が早急に取られることが必要と考えられる｡
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